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研究成果の概要： 
 本研究では、ネット上に公開されている特別支援サイト（障害児者や高齢者などのよう

な情報弱者を支援するためのサイト）の有効性に関して、これまでアクセス数という量的

な評価尺度で行われてきた評価を、さらに詳細かつ有効なものにするため、質的評価の方

法を３つのテーマ（特別支援サイトの質的評価に関する基礎的研究、特別支援５０サイト

に対する調査研究、知的障害者のインターネット活用に関する実践的研究）から探求した。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 900,000 0 900,000 

2006 年度 700,000 0 700,000 

2007 年度 700,000 210,000 910,000 

2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

  年度  

総 計 3,400,000 540,000 3,940,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：インターネット、特別支援サイト、質的評価研究、デジタルコンテンツ 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 これまで、インターネットを活用した特別

支援サイトに対する評価は、アクセス数がシ

ステムを用いることによって客観的かつ容

易に知ることが可能という理由で、盛んに利

用されてきた。また、少し詳しく評価しよう

とする場合でも、コンピュータ上で自動処理

できるアンケート調査にとどまっていた。し

かし、今後さらにこのような特別支援に関す

るサイトが増加し一般化してきたとき、その

サイトの評価としては、質的な評価が必要不

可欠になる。 

 本研究によって、サイトの質的な評価、つ

まり具体的には、「そのサイトが本当に必要

な情報を母親や指導者などの利用者に提供

できているのか？」「子どもの特性の多様性



に対しどれだけきめ細やかに対応策を提案

できているか？」「単なる教科書的な知識の

提供にとどまることなく、本当に具体的な対

応策が提案できているのか？」などの長期に

わたる継続的な質的評価が可能になる。 

 このような質的な評価は、特別支援に関す

るサイトの改良に役立つばかりでなく、現場

における専門家不足を補ったり、母親や指導

者が知りたいときにその場で簡単に情報を

得ることができるというインターネット・サ

イトの特徴を最大に活かすために、大いに役

立つことが予想される。 

 
 
２．研究の目的 

 本研究では、ネット上に公開されている特

別支援サイトの有効性に関する質的評価研

究を実施する。 

 具体的には、次に示す３つのテーマを設け

研究を実施した。 

 

（１）特別支援サイトの質的評価に関する基

礎的研究 

①動画配信の有効性を検討するための基礎

的研究として、どのようにビデオを加工する

ことが情報提供を効率化することができる

のかを検討した。 

②大学で公開しているWebサイトを研究対象

として、障害を持った学生のアクセシビリテ

ィの現状を調査した。 

③特別支援サイトのデジタルコンテンツを

対象として、質的評価のアンケート調査を実

施した。 

 

（２）特別支援５０サイトに対する調査研究 

 本研究では、５０のウェブ上に公開されて

いる「特別支援サイト」（障害児者や高齢者

などのような情報弱者を支援するためのサ

イト）を概観し、質的評価という観点から調

査した。 

 

（３）知的障害者のインターネット活用に関

する実践的研究 

 本研究では、ネット上に公開されている特
別支援サイトの有効性を明らかにするとい
う目的のため、成人自閉症者に対しインター
ネットを活用する実践を行った。 
 

 
３．研究の方法 

 ３つのテーマはそれぞれ、以下のような研

究方法を用いた。 

 

（１）特別支援サイトの質的評価に関する基

礎的研究 

①動画配信の有効性を検討するための基礎

的データを得るためビデオを静止画に加工

し子どもの保護者に視聴させ、その効果を検

討した。 

②特別支援教育サイトとして公共性が比較

的高いと考えられる地方自治体の特別支援

教育センターと教育センターのサイトを第

１の分析対象とし、ウェブアクセシビリティ

の 代 表 的 ガ イ ド ラ イ ン  Web Content 

Accessibility Guidelines 2.0（以下、WCAG）

と JIS X8341-3 を参考に評価した。ウェブサ

イトあるいはページによって提供される情

報等に到達でき利用が可能な状態のことを

示す「ウェブアクセシビリティ」を調査した。 

③特別支援サイト「マザーズ・オープン・カ

レッジ」のデジタルコンテンツを対象として、

質的評価のアンケート調査を実施した。 

 

（２）特別支援５０サイトに対する調査研究 

 ５０のウェブ上に公開されている「特別支

援サイト」（障害児者や高齢者などのような

情報弱者を支援するためのサイト）を概観し、

質的評価という観点から調査した。質的な評

価基準は、雰囲気、操作性、オリジナリティ、

コンテンツなど 10の基準を設けて評価した。

最後に、対象とした 50 のサイトそれぞれの

質的な総合評価をまとめた（50 サイト 10 の

質的な評価基準＝計 500 項目）。 

 

（３）知的障害者のインターネット活用に関

する実践的研究 

 ２名の成人自閉症者に対しインターネッ

トを活用する実践を行った。約 10 ヶ月間、

共同でコンピュータを使用するよう指導し、

インターネット活用の様子を記録した。 

 

４．研究成果 

 

 ３つのテーマはそれぞれの結果を、以下に

示す。 



 

（１）特別支援サイトの質的評価に関する基

礎的研究 

①動画配信の有効性を検討するための基礎

的研究として、どのようにビデオを加工する

ことが情報提供を効率化することができる

のかを検討した結果、以下の知見が得られた。

ビデオ映像はただ放映するのではなく、「瞬

間（１カット）」の記録である静止画像とし

て取り出し「瞬間」と「瞬間」を順番に提示

し、さらに説明文をつけることにより、指導

者の伝えたい情報を明確に伝えることがで

きる。 

②「ウェブアクセシビリティ」の必須要件に

関しては、地方自治体群、視覚学校群に比べ

て、教育センター群、大学群の要修正数が有

意に多いことがわかった。推奨要件に関する

要修正数の群ごとの平均値と標準偏差は、大

学群に比べて視覚学校群、教育センター群、

地方自治体群の要修正数が少ない傾向が見

られるものの、その傾向は統計的に有意なも

のではなかった。また、必須要件、推奨要件

を合わせた全要件に関する要修正数の群ご

との平均値と標準偏差は、地方自治体群の要

修正数が最も少なく、視覚学校群、教育セン

ター群の順で多くなり、大学群が最も多い傾

向が見られるものの、その傾向は統計的に有

意なものではなかった。今回の分析によって、

同じ特別支援教育サイトであっても、特別支

援教育センターおよび教育センターのサイ

トと視覚特別支援学校（盲学校）のサイトで

は、アクセシビリティに大きな違いがあるこ

とがわかった。さらに、比較的公共性が高く、

また障碍のある人の利用を認識しているは

ずの特別支援教育センターと教育センター

のサイトのアクセシビリティが、アクセシビ

リティにおいて特に重要性の高い必須要件

について、地方自治体に比べて著しく低く、

一般の旧国立大学と同程度であることがわ

かった。 

③質的評価のアンケート調査の結果、コンテ

ンツの内容に関するもの、コンテンツの提示

の仕方に関するもの、有効性に対して疑問を

呈するものなど様々な意見が得られた。 

 

（２）特別支援５０サイトに対する調査研究 

 ５０のウェブ上に公開されている「特別支

援サイト」（障害児者や高齢者などのような

情報弱者を支援するためのサイト）を概観し

様々な基準で評価を試みた結果、以下のよう

な評価基準で評価することが「特別支援サイ

ト」の質的評価としては有効であることが明

らかになった。 

１）雰囲気（それぞれの施設が障害者、老人

に対してどのような姿勢でいるかというこ

とが分かるようなページかどうか、そして全

体の感じがどのようなものであるかを見る

ためにどのような工夫がされているかを評

価する） 

２）操作性（ホームページの使いやすさ、利

用のされ方、インターネットの初心者でも簡

単に使えるように工夫されているかどうか

を評価する） 

３）オリジナリティ（それぞれの施設が他の

施設のホームページにない特色をもったも

のかどうか、そして障害者、老人にたいして

作業療法など独特な取り組み方をしている

かどうかを評価する） 

４）コンテンツ（それぞれのホームページに

障害者、老人にたいして具体的にどのような

支援の方針を計画しているかどうか、そして

障害者、老人に対しての介護保険などの援助

のされかたについての内容説明がされてい

るかどうかを評価する） 

５）解説（それぞれのホームページに障害者、

老人にたいして具体的にどのような支援を

しているのかという解説がされているかど

うか、そして障害者、老人に対してどのよう

に介護保険など難しい内容を分かりやすく

解説がされているかどうかを評価する） 

６）デザイン（ホームページの背景の色合い、

文字の形、色、写真の種類、枚数などの視覚

的な観点からみて、内容と照らせあわせて評

価する） 

７）使いやすさ（ホームページの利用のされ

方すなわち障害者がインターネッで探す施

設としてそれが社会に、障害者、老人そして

その家族にとってどのように貢献している

か、インターネットの環境での使いやすさを

評価する） 

８）リンク（ホームページがどのようなとこ

ろにリンクされているか、そしてそのリンク

先が障害者、老人にたいして説明などがどの

ように役にたっているかを評価する。 



９）表示速度（ホームページの画面のリンク

などの移り変わりの速度が速くてきれいか

どうかを内容とは関係なしで評価する） 

10）総合評価（障害者、老人向きのホームペ

ージであるということを意識して作られた

ページであるかどうか、そして本当に思いや

りのあることがそれから感じられるかどう

かなどを、現代社会の福祉の観点から総合的

に見て評価する） 

 

（３）知的障害者のインターネット活用に関

する実践的研究 

 ２名の自閉症者がパソコンを共同で使用

し興味を持つホームページを閲覧すること

で、会話が促進し他者との関係をより深める

ことができる可能性や、ホームページで示さ

れた場所に具体的に行こうとする自発的な

行動を誘発できた。自発的な行動を誘発させ

る上で有効であったホームページは、地図を

用いた検索や、顔写真や現場の状況を表す写

真が豊富に用いられており、内容やその場の

状況などが視覚的・直感的に把握できるよう

工夫されたものであった。 
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